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次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
固
定
資

産
税
（
都
市
計
画
税
）
が
申
請
で
減

免
（
減
額
や
免
除
）
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

�
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
な
ど
、
徴
収
猶
予
、
納
期

限
の
延
長
な
ど
で
も
納
税
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
（
原
則
的
に
自
己
の
居

住
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
産
の
み

を
所
有
）
�
所
有
す
る
固
定
資
産
が

公
民
館
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
に
使

用
ま
た
は
利
用
さ
れ
、
減
免
す
る
こ

と
が
公
益
を
増
進
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
（
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を

除
く
）
�
固
定
資
産
が
風
水
害
、
火

災
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
�

特
別
の
事
由
が
あ
る
。

減
免
の
申
請
は
、
申
請
書
（
必
要

に
よ
り
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
）
を
納
期
限
の
七
日
前
ま
で
に
資

産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必

要
に
よ
っ
て
調
査
し
、
減
免
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
五
年
度
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
一
期
納
期

限
は
、
四
月
三
十
日
�
で
す
。
早
め

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
２
１
６
へ
。

□
山
草
展

日
時
＝
�
４
月
26
日
�
・
27
日
�
�

５
月
３
日
�
〜
５
日
�
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
出
品
団
体
＝
�
は
前

橋
草
友
会
�
は
前
橋
中
央
山
草
会

□
陶
芸
展

日
時
＝
�
４
月
26
日
�
・
27
日
�
�

４
月
28
日
�
〜
５
月
３
日
�
、
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
　
出
品
団
体
＝
�

は
陶
工
房
白
草
�
は
群
馬
陶
芸
ク
ラ

ブ□
押
し
花
展

日
時
＝
５
月
４
日
�
・
５
日
�
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
　
出
品
団
体
＝

現
代
押
し
花
ア
ー
ト

川
原
第
三
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
の
任
期
が
満
了
に
伴
い
、
新
し

い
委
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

選
挙
期
日
＝
７
月
27
日
�

選
挙
さ

れ
る
委
員
数
＝
十
二
人
　
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
と
異
議
の
申
し
出
＝
６
月

13
日
�
〜
27
日
�

立
候
補
届
の
受

け
付
け
＝
７
月
１
日
�
〜
10
日
�
、

市
役
所
９
階
区
画
整
理
第
一
課

□
選
挙
人
名
簿
の
登
録
手
続
き

選
挙
に
先
立
ち
、
選
挙
人
名
簿
を

確
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
に

該
当
す
る
人
は
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

�
未
登
記
の
借
地
権
が
あ
る
人
は
、

五
月
十
二
日
�
ま
で
に
借
地
権
を
申

告
�
共
有
の
所
有
権
（
借
地
権
）
が

あ
る
人
は
、
六
月
二
十
七
日
�
ま
で

に
代
表
者
選
任
通
知
�
土
地
所
有
者

（
借
地
権
者
）
が
死
亡
し
て
い
る
土

地
の
相
続
人
は
、
六
月
二
十
七
日
�

ま
で
に
相
続
届
け
出
と
相
続
人
代
表

者
選
任
通
知
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
９
１
２
へ
。

□
赤
城
神
社
奉
納
武
道
大
会

赤
城
神
社
奉
納
武
道
大
会（
剣

道
・
空
手
）
を
開
催
し
ま
す
。

四
百
年
以
上
も
前
、大
胡
城
主
・

上
泉
伊
勢
守
が
た
び
た
び
三
夜
沢
の

赤
城
神
社
を
訪
れ
、
境
内
で
剣
の
修

業
を
し
た
こ
と
に
由
来
。
以
来
、
赤

城
神
社
の
境
内
は
剣
の
道
を
志
す
人

の
聖
地
と
な
り
、
奉
納
武
道
大
会
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
途

中
で
中
断
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

六
十
年
、
剣
道
に
空
手
道
も
交
え
て

復
活
。
そ
の
後
、
銃
剣
道
も
加
わ
り

今
回
で
十
六
回
目
で
す
。

村
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
近

隣
市
町
村
か
ら
も
少
年
剣
士
な
ど
が

参
加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
５
日
�
午
前
９
時
　
会

場
＝
赤
城
神
社
　
内
容
＝
剣
道
、
空

手
道
、
銃
剣
道

○
…
問
い
合
わ
せ
は
商
工
会
�
２
８

３
―
６
６
２
７
へ
。

□
「
太
々
神
楽
の
舞
」
奉
納

鼓
と
笛
の
音
に
合
わ
せ
由
緒
あ
る

面
を
付
け
、
豊
作
を
願
い
な
が
ら
素

朴
に
舞
う
お
神
楽
。
大
胡
神
社
で

「
太
々
神
楽
の
舞
」
を
奉
納
し
ま
す
。

春
祭
り
の
豊
作
祈
願
、
秋
祭
り
の

収
穫
祭
と
年
二
回
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、近
年
で
は
五
月
三
日
に
奉
納
。

「
春
に
な
る
と
山
か
ら
神
が
下
り
て

き
て
田
の
神
に
な
り
、
豊
作
を
祈
願

し
た
」
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

新
緑
の
映
え
る
境
内
で
さ
わ
や
か

な
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、「
伝
統
の
舞
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
３
日
�
午
前
11
時
　

会
場
＝
大
胡
神
社

○
…
問
い
合
わ
せ
は
足
軽
町
太
々

神
楽
保
存
会
�
２
８
３
―
４
１
９

９
へ
。

大
胡
町

宮
城
村

日ごろの成果を発揮

固
定
資
産
税
の
減
免

該
当
者
は
申
請
を

敷
島
公
園
ば
ら
園

�
２
３
２
―
２
８
９
１

川
原
町
の
区
画
整
理

審
議
会
委
員
を
改
選

古式豊かな舞を奉納


